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平成12年 5月 12日 (金)リーガロイヤルホテル

〈第 1日 目〉

大会決議案・信任状・選挙・表彰・登録委員会

10:00受付

10:30 開会

大会決議案委員会

信任状委員会

選挙委員会

表彰委員会

登録委員会

12:00 閉会

開会式 0シンポジウム (光琳の間)

12:00登録・受付

13:00開会           SAA       青木禎一郎

アシスタント   沢井  則江

開会点鐘     ガバナー   柏木  尚

国歌「君が代」斉唱

□一タリーソング「奉仕の理想」斉唱

ソングリーダー 森山 貞信

ピアノ伴奏          八田 圭子

開会宣言    大会副委員長  坂本 英一

来賓紹介 。ガバナー挨拶

ガバナー  柏木  尚

RI会長代理挨拶  RI会長1規 .元
RI理事 今井 鎮雄

13:30請演 I〈21世紀に向かつて “和"の再発見〉

テーマ :「人・街 。夢」〈雅びの心〉

講師     浜村  淳

14:30 言毒)寅 Ⅱ

テーマ :「21世紀における□一タリー活動」

講師RI会長代理元RI理事今・井  鎮雄

閉会のことば   大会副委員長 行岡 義蔵

閉会点鐘     ガバナー   柏木  尚

15:40 閉会

16:00開会

◎会長・幹事・クラブ奉仕部門 (ロ イヤルホール)

◎職業奉仕部門 (桂の間)

◎社会奉仕部門 (菊の間)

◎国際奉仕部門 (桐の間)

◎□一タリー財団部門 (ダイヤモンドルーム)

17:30閉会

場

場

場

場

場
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桜

羽衣の間

10:30登録・受付 (豊中南□―タリークラブ)

11:00開演

源平布引滝

一.実盛物語 一場

(出演 中村富十郎 他〉

二.勢獅子 常盤津連中

三.西郷と豚姫 一幕二場

(出演 中村吉右衛門 他)

16:00 率冬演

17:30登録・受付

18:00入場

18:15開会告知    歓迎晩餐会委員長 加登 敏夫

アシスタント沢井 則江

挨拶 。来賓紹介  ガバナー  柏木  尚

挨拶
I           RI会

長代理・元RI理事今井 鎮雄

乾杯      大会委員長 村司 悠峰

お食事・歓談

「津軽三味線 。尺八」演奏

弦…長谷川一義 竹…多々見甫山

:‖

悦文

徹夫

量之

敏夫

20:05エンターテイメント

《ワイル ドローバーズ》

トップテナー 萩巣 潤三 バリトン 金子

セカンドテナー平井 雅則 ベース 中村

キーボード 村中 伸一・員弓

20:35閉会挨拶     大会副委員長 奥村

閉会告知     歓迎晩餐会委員長 加登

20:40 閉会
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平成 12年 5月 13日 (土)大 阪国際会議場

〈第2日 目〉

はヽl

12:00

12:15

13:00

13:30

13:40

14:00

14:10

14:45

15:00

登録・受付

開場

開会

大会役員紹介   SAA    青木禎一郎

アシスタント 沢井 則江

RI会長代理こ夫妻紹介

開会点鐘    ガバナー   柏木  尚

国歌「君が代」斉唱

□―タリーソング「我等の生業」斉唱

ソングリーダー 森山 貞信

ピアノ伴奏  八田 圭子

開会宣言     大会委員長  村司 悠峰

来賓紹介    ガバナー   柏木  尚

参加クラブ紹介  SAA    青木禎一郎

物故会員に黙祷  ガバナー   柏木  尚

来賓祝辞           大阪府知事

大 阪 市 長

祝電披露    アシスタント 沢井 則江

ガバナー挨拶   ガバナー   柏木  尚

RI会長メッセージ並びにこ挨拶とRI現況報告

RI会長代理,元
RI理事 今井 鎮雄

地区現況報告   ガバナー   柏木  尚

表彰      ガバナー   柏木  尚

登録委員会報告  登録委員会  森山 貞信

信任状委員会報告 信任状委員会 熊澤 忠男

選挙委員会報告  選挙委員会  中川 章三

大会決議案上程  決議委員会  近藤 雅臣

大会決議案採択  ガバナー   柏木  尚

記念品贈呈   ガバナー   柏木  尚

15:052000～ 2001年度ガバナーエレク ト紹介

ガバナー   柏木  尚

2000～ 2001年度ガバナーエレク ト挨拶

ガバナーエレクト土井 正裕

2001～ 2002年度ガバナーノミニー紹介

ガバナー   柏木  尚

2001～ 2002年度ガバナーノミニー挨拶

ガバナーノミニー 寺田和之

次年度ホス トクラブ発表

ガバナー   柏木  尚

次年度ホス トクラブ会長挨拶

大阪北RC会長 園井 東一

RI会長代理講評  RI会長代理・元RI理事 今井 鎮雄

―
触  (記念講演準備)一

15:30

16:30

17:55

18:00

記念請演 (トーク形式)

人間国宝 桂 米朝 師匠 (他 )

毎日放送アナウンサー   柏木 宏之

テーマ:「米朝 噺」くなにわの心〉

「竹・弦・響・声で和の再発見」

竹田傑と和楽童子・多々見甫山・長谷川一義(他 )

&

《デュークエイセス》

バリトン   谷  道夫

ベース    槙野 義孝

セカンドテナー 吉田 一彦

トップテナー 飯野 知彦

閉会挨拶    ホストクラブ会長 西山 敏之

閉会点鐘    ガバナー   柏木  尚

閉会
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To all Rotarians and Guests attending the 2660 District
Conference.

Rossana and I send warm greetings to everyone attending this

1999-2000 District Conference. We commend Govemor Hisashi

Kashiwagi and Hideko, who, along with his conference

committee, has an agenda for this conference containing
information on Rotary, combined with fellowship. We hope that

you will benefit from this experience as I know you will take

advantage of this opportunity to enjoy the spirit of Service

Above Self with your fellow Rotarians.

Unfortunately, it is not possible for Rossana and me to attend

district conferences. Therefore, we have invited Shizuo Imai and

his spouse Yukiko, to represent us at your conference. Shizuo is

an enthusiastic Rotarian, who will represent Rotary With
distinction. I am sure that you will enjoy their company during

your district conference.

As we enter into the next millennium, I know that through all our

endeavors, all Rotarians will in Rotary 2000, Act with
Consistency, Credibility, Continuity.

Sincerelv

CeLrlo Ravizza

President

プ ロ フ ィー ル

イタリア、 ミラノ市

1984-86年 度 国際ロータリー理事

1985-86年 度 国際ロータリー副会長

1994-95年 度 ニース国際大会委員会委員長

1995-97   ロータリー財団管理委員会委員

1996-97年 度 米国アナハイムにおける国際協議会委員長

1998-99年 度 国際ロータリー会長エレクト

カルロ・ラビッツア氏は、産業用コンビナー トおよびオ

フィス・ビルのデザインを国際的規模で専門に扱う、自身

の名前が付されたカルロ・ラビッツァ建設事務所の元経営

者です。氏はまた、イタリアおよびスイスの両国において

経営および財務のコンサルタントをつとめておられます。

ミラノ市に生まれ、ミラノ大学において土木工学を専攻さ

れ、同大学を卒業されました。

第2660地 区大会にご出席のロータリアンとゲストの皆様

1999-2000年度地区大会にご出席の皆さまに、ロザンナと

ともに心からのご挨拶を申し上げます。柏木尚ガバナーは、大

会委員会の方 と々ともに、ロータリー情報と友好の連帯感あふ

れる本大会のプログラムを企画されました。柏木ガバナーと日

出子夫人に敬意を表します。

皆さま方がこの機会を活かされ、ロータリーのお仲間と

Service avove Selfの 精神を楽しみながら、この日の経験を生

かされんことを願っています。

あいにく、ロザンナと私は貴地区大会に出席できません。よ

って、貴地区大会には今井鎮雄氏とゆきこ夫人に、私どもに代

わってのご出席を依頼いたしました。今井元理事は熱心なロ

ータリアンであり、傑出したロータリーの代表としてRI会長代理

を務めて下さることと存じます。

皆さま方が大会期間中に、お二人をお迎えして、楽しいとき

を過ごされることと確信しております。

間もなく2000年 を迎えようとする今、全てのロータリアンが、

それぞれの努力によって、 ロ`ータリー2000:活 動は一堅実、

信望、持続
クを実現されることを信じています。

４

，

難
ズ
▼

ヘ
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その他

兵庫県青少年団体連絡協議会会長

兵庫県青少年問題協議会副会長

(財)兵庫県青少年本部副理事長

(学)啓明女学院理事長

(学)関西学院理事

(財)PHD協会理事長

(財)兵庫県心身障害児福祉協会理事長

兵庫県キャンプ協会会長

受賞歴

兵庫県社会賞、神戸市文化賞、神戸新聞平和賞、兵庫県国際協力功労賞

RI会長代理・元RI理事

今 井 鎮 雄

プロフィール

神戸西ロータリークラブ会員

国際ロータリー第2680地 区パストガバナー

国際ロータリー元理事

神戸YMCA顧間、(学 )頒栄保育学院理事長・院長

ロータリー歴

1961年 11月  神戸西ロータリークラブ入会

1980-81  RI第 268地 区ガバナー

1982年 5月、1983年 5月 国際協議会グループ・リーダー

1983-85  RI会 員増強委員

1984-89  RI青 少年活動委員

1989    ソウル国際ロータリー研究会副委員長

1989-92  RI広 報委員

1992-94  RI会 長情報カウンセラー

1993-94  アジア地域ローターアクト実行グループメンバー

1995-97  国際ロータリー理事

1997-98  RI地 区区域検討委員会委員

1999    RI会 長主催アジア会議委員会委員長

1999    シンガポール国際ロータリー研究会委員会委員長

1999    RI RYLA委 員

マルティプルポールハリス・フェロー、ベネファクター、

米山功労者

今般、国際ロータリー会長カルロ・ラビッツア氏ならびにロザ ンナ夫人の代理として御地の地区大会に出

席を許されたことを光栄に存じます。2660地 区は日本におけるロータリーの先達として長い歴史を持ち、

数々のよき手本を全国に示して下さった地区であります。多くのことを学ばせていただくよき機会と、私どもも

喜んで参上いたしました。

ラビッツァ会長は今年度のテーマの最初に“ROTARY 2000"を 掲げられ、時代の節目にあるロータリーに

与えられた大きな役割と責任を再び思い返し、新しい時代ヘチャレンジするために再度ロータリーを検証し

人員を整えて、変化に対する挑戦を訴えておられます。

柏木ガバナーは、このような変化の時代であるからこそ、この地の文化と伝統を大切にし、その素晴らし

い生活文化の上にロータリーの花を咲かせようとおっしゃっておられます。世界中のロータリーがそれぞれの

文化を持ち、異なる文化を理解し、なおかつ一つの世界を創っていこうとする姿勢は、今後世界の平和に

取り組むためにも大きな意味を持つでありましょう。

いうまでもなく地区大会は互いのロータリーに対する哲学や行動を再確認する場であるとともに、ロータリ

アン同志が豊かな交わりを持ち、楽しいひとときを過ごす場でもあります。この地区大会が地域社会の深い

文化の息吹を感じつつ、実り多い学びと心からの交わりの場となることを願い、私ども両名もその輪に加え

ていただけますことを期待しております。

″
０

口
＝
＝
＝
］

F」」豊長比理メッセージ
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国際ロータリー第2660地 区

ガバナー

柏 木  尚

1999～ 2000年 度国際ロータリー第2660地 区地区大会は、RI

のテーマであります「ロータリー2000:活動は一堅実・信望・持

続」ROTARY2000:ACT WITH一 CONSISTENCY・

CREDIBILITY oCONTINUITYに 基ずき、「原点をふまえて21

世紀の扉を開こう」という合言葉のもとに、運営してまいりました。

すがすがしい皐月の風が吹き抜ける、5月 12日 。13日両日に亘

りRI会長代理として、国際ロータリー元理事今井鎮雄様ご夫妻

をお迎えし、リーガロイヤルホテルと、大阪国際会議場で開催す

る運びとなりました。

今井鎮雄様ご夫婦は、皆様もご承知の通り、カルロ・ラビッッ

ア現RI会長の信望も厚く、国際ロータリーにおいて今日まで、多

くの要職を歴任され、私どもにとりましても素晴らしい大先輩と心

得ております。本大会にご臨席いただきましたことは、私どもにと

りまして、誠に光栄であり、望外の喜びとする処であります。心

から厚く感謝申し上げる次第でございます。

又、本大会にはお忙しい中、全国から多くのガバナー、パストガ

バナー、ロータリーに関わる各種団体、関係者の皆様方のご参加

を得て、このように盛大に開催できますことを、心から嬉しく思い

感謝申し上げている処でございます。そして、この大会にご協力、

ご出演賜ります皆 様々方に感謝申し上げる次第でございます。

特に、全員登録にご協力下さった第2660地区各クラブのロー

タリアンの皆様に対し、厚くお礼申し上げます。

今期の地区大会は、20世紀最後の大会であります。そこで、

「21世紀に向けて“和"の再発見」をテーマに、日本の文化―日本

古来の心。なにわの文化―なにわの心、のルネッサンスを試みた

いと思っております。

又、エンターテイメントのメインには「竹。弦・声・響」を取り入れ、

プログラムを用意させて頂きました。

このプログラムを進めさせていただく、第2日 日本会議の会場

は、新築間もない近代設備の整った日本で類を見ない、そして

収容数を誇る会場であります。本日ご出席の皆様方が今、その

お席から舞台を見ていただき、あまりにもスケールの大きな舞台

と実感していただいたのではないかと思います。この舞台設営

をするに当たり、関係者の皆様には大変ご苦労をおかけし、又

細心の注意を払い設営をしてまいりましたが、ご出席の皆様方

におかれましては、ご不満な点が多々あると思いますが、ロータ

リーの友情を持ち、ご寛容の程、宜しくお願い申し上げます。

終わりになりましたが、本日ご参会の皆様方にロータリー活動

のご理解と、新しい1000年に向かっての意欲と、“日本の心、な

にわの伝統文化"をお互いに確認して頂き、この大会を通じて、

新しい「出会い」と旧交を温めていただければ、幸甚でございま・九

本大会の開催に当たり、ホストクラブの豊中ロータリークラブ

を始め、コ・ホストクラブの豊中南ロータリークラブ、豊中一大阪

国際空港ロータリークラブ、豊中千里ロータリークラブの皆様方

が一致団結のもと、準備をしていただいた事を感謝申し上げ、

ご挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。
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大阪府知事 太田 房江

国際ロータリー第2660地区年次大会のご盛会をお喜び申し

上げます。

皆様には、各クラブの特色を生かした心温まるご活動により、

地域社会の生活、文化、福祉の向上に力を尽くされますととも

に、府政に対しましても、温かいご理解、ご協力をいただいて

いるところであり、ここに深く敬意と感謝の意を表します。

さて、私はこの度、府民の皆様の温かいご支援をいただき、

大阪府知事の重責を担うことになりました。今後、危機に瀕し

た府財政を建て直し、活力とやさしさあふれる大阪を実現す

るために、全力を尽くしてまいる所存ですが、こうした中にあっ

て、まちづくり、ひとづくりをはじめとした幅広い分野で府民の

皆様が熱心に繰り広げておられる活動の様子を、誠に心強く

思っています。とりわけ奉仕の精神に根ざしつつ、各地域に密

着して展開されるロータリークラブのご活動は、人を思いやり、

人の痛みの分かる大阪づくりを進めるにあたっての大きな力に

なるものと期待を寄せています。

20世紀から21世紀への橋渡しとなるこの年次、「堅実・信

望・持続」をテーマに繰り広げられる皆様のご活動が、それぞ

れの地域に心温かで豊かな実りをもたらしますよう、そして時

代を力強く切り開く力となりますことを願っています。

私どもも、引き続き、皆様のご活動に支えていただきながら、

新しい大阪づくりに取り組んでまいりたいと存じます。どうか、

府政に対する変わらぬご理解、ご協力をお願いいたしますとと

もに、会員の皆様の益々のご活躍を心からお祈り申し上げ、

お祝いの言葉といたします。

大阪府知事 太田 房江

大阪市長 磯村 隆文

国際ロータリー第2660地 区1999～ 2000年 度地区大会が盛

大に開催されましたことを、心からお喜び申しあげます。

皆様方には、会員相互の友情と親睦を深められるとともに、

崇高なロータリアンの精神に基づき、地域社会の発展と福祉

の増進のため、また、国際的な相互理解と親善を深めるため

に、幅広い奉仕活動を展開され、大きな成果をあげておられ

ます。その御熱意と御尽力に深く敬意を表する次第であります。

大阪市では、だれもが安心して暮らせるよう「安全ネット」を

充実し、市民福祉の一層の向上に努めるとともに、内外から多

くの人が集い、にぎわう国際集客都市の実現に取り組んでお

ります。

こうしたまちづくりの集大成として、2008年 オリンピックの開催

をめざし、本年1月 25日 にIOCに正式に立候補いたしました。

今後、府民・市民の皆様と一九となって一層積極的に招致活

動を展開してまいります。

21世紀を目前にし、ひとが輝く「生活魅力都市」、まちが華や

ぐ「国際集客都市」をめざして積極的に市政を進めてまいりま

すので、皆様方の一層のお力添えを賜りますようお願い申しあ

げます。

国際ロータリー第2660地 区のますますの御発展と、皆様方

の御健勝、御多幸を心からお祈り申しあげまして、お祝いのこ

とばといたします。

大阪市長 1磯村  隆文
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大会委員長 村司 悠峰

20世紀最後の地区大会 (1999～2000)を RI会長代理として、
元Rl理事、今井鎮雄ご夫妻、太田房江、大阪府知事、磯村隆
文、大阪市長はじめ、各地区のガバナー及びパストガバナーの

方 、々並びに多数の会員及びご家族の参加を得て盛大に開催
出来ます事は、大変光栄な事であり、ホストクラブ、コ・ホストク
ラブを代表致しまして厚く御礼申し上げるとともに、心から歓迎
の意を表したいと思います。

さて、20世紀、特に20世紀後半というのは「物」の「大きさ」
なり、「物」の「量」が価値をつくった時代ではなかったか、と思
います。

では、つぎに来る21世紀は、物の「質」が価値を生む、むし
ろ目に見えない「物」が価値を生んで行く、例えば「思いやりの

心」「友情」あるいは「感動」など、絵などにも描けないものが価
値を生み出して来るのではないかと思います。この様な思い

から今回の地区大会では、特に日本古来の「雅びの心」そして

古来から引き継いでまいりました芸能文化など「竹・絃・響・

声」を中心に企画致しました。

新しい世紀に向けて、日本のあるべき本来の姿を追求する
事こそ、大切な事だと思っております。

地区大会は、当地区の全ロータリアンが会い集い、ご家族
も交えて親交を深める絶好の場でもあり、今年度は特に、新
築間もない大阪国際会議場で、第2日 目を開催し皆様にお楽し
み頂ける色々な催しを企画しております。懇親の実をあげて
いただければ幸いに存じます。

本大会を開催するにあたり、長期間にわたり多大のご尽力
を頂きました、地区大会実行委員会の皆様を始め、多数の関
係の方 の々ご支援、ご協力に対し心から御礼を申し上げます。

この20世紀最後の記念すべき大会が、ご出席いただいた皆
様の思い出に残るよう、又、我々ロータリアンとして21世紀を先
取り出来るような、意義のある大会となりますことを、心から願
っております。

ホストクラブ会長 西山 敏之

1999-2000年 度国際ロータリー第2660地 区の地区大会開
催にあたり歓迎のことばを申し上げます。RI会長代理今井鎮

雄様御夫妻をはじめ、各地区のガバナー及びパストガバナー

の方々、並びに来賓各位のご隣席を賜り多数の会員ご家族の
ご参加を得て盛大に地区大会を開催させていただくため、ホ
スト役の大任をお受けして以来コ・ホストクラブの豊中南RC,
豊中大阪国際空港RC,豊中千里RC3ク ラブの絶大なる御協
力を得て、意義ある大会を目指して参りました。

柏木 尚ガバナーは常 2々1世紀は心の文化の世紀となる
べきであると主張され、また村司悠峰大会委員長は日本文化
を代表する華道界でご活躍になっており、今回の地区大会に
おいては、日本固有の「和」の文化の再発見を主題として取り
上げました。

初日には浜村 淳氏を迎えての基調講演に続いて、部門別
懇談会、RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会が開催されます。

また二日目には人間国宝 桂 米朝師匠の記念講演に続き、

特別プログラムとして「和の響き、日本の心を歌い綴る」をテー
マとした、和楽童子の邦楽演奏とデューク・エイセスの合唱が
予定されています。来年21世紀を迎えるにあたり、日本の文化
を守りながらロータリー綱領のもとに、グローバルに奉仕活動
を展開することが、来世紀においても安定したロータリーの発
展を約束するものと存じます。

大会運営には各会員ともども協力しあい皆様方に満足して
いただけるよう努力してまいりましたが、何分不慣れのため不
行き届きの点は何卒お許しいただきますよう御願い致します。
今世紀最後のミレニアム地区大会が有意義な大会となることを
祈念して歓迎のことばといたします。
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2000～ 2001年 度ガバナーエレクト

土 井 正 裕

生年月日 大正14年 (1925)12月 28日

現 住 所 〒662-∞38 西宮市南郷町14‐ 16

最終学歴 京都大学法学部卒業

2001～ 2002年 度ガバナーノミニー

寺田 和之

生年月日 1930年 (昭和5年 )2月 26日 生

現 住 所 〒665‐0022 宝塚市千種3丁 目13番2号

最終学歴 京都大学経済学部卒業

職歴

昭和23年 (1948)4月

昭和45年 (1970)9月

昭和46年 (1971)9月

昭和51年 (1976)6月

昭禾口51年 (1976)8月

昭和54年 (1979)12月

昭和55年 (1980)6月

昭和58年 (1983)6月

昭和62年 (1987)6月

平成5年 (1993)6月

平成5年 (1993)7月

主な役職

主な役職

1983年 7月

1985年 5月

1988年 7月

1994年 3月

1994年 5月

1995年 5月

1998年 5月

1999年 5月

大阪ガス株式会社入社

同社  取締役就任

同社  常務取締役就任

同社  取締役就任

関西タール製品株式会社、近畿冷熱株式会社、

株式会社コールド・エアー・プロダクツ取締役社長

就任

オージー・ロイヤル株式会社取締役社長就任

近畿液炭株式会社取締役社長就任

大阪ガス株式会社取締役退任

上記5社の取締役社長退任

株式会社大阪ガスビルディング取締役社長就任

株式会社大阪ガスビルディング取締役相談役就任

株式会社アーバネックス(旧 株式会社大阪ガスビルディン

グ)取締役相談役退任

大阪ガス株式会社社友

関西経済同友会、日本瓦斯協会、日本芳香族協会、

大阪料飲協会、大阪ビルディング協会などの幹事、

理事、監事を歴任。

職歴

1952年 4'I

1959年 4月

1980年 6月

1983年 6月

1985年 1月

京阪神急行電鉄株式会社(現阪急電鉄株式会社)入社

帝國産業株式会社 入社

帝國産業株式会社 取締役

帝国産業株式会社 取締役社長

南海毛糸紡績株式会社 取締役就任

(1988年 10月 帝國産業株式会社を株式会社テザックに

株式会社テザック相談役

(社 )関西経済連合会 理事

(社 )大阪工業会 常任理事

(社)関西経済同友会 常任委員

貝塚商工会議所 副会頭

(社 )大阪工業会 副会長

(社 )関西経済同友会 幹事

日本鋼索工業会 会長

(社)大阪工業会 監事・顧問

商号変更)

1999年 6月

□―タリー歴

1980年 12月 3日    大阪北ロータリークラブ入会

1987～ 88年 度   クラブ理事、国際交流委員長

1991～ 92年 度   地区代表幹事

1992～ 98年 から1995～ 96年 度まで

地区規定・情報委員長

1993～ 94年 度   クラブ副会長、クラブ奉仕委員長

1996～ 97年 度   クラブ会長

1997～ 98年 度   地区規定・情報委員長

1998～ 99年度   地区規定・情報委員長

※マルチプル・ポール・ハリス・フェロー(3回 )

※べ不ファクター(2回 )

※米山功労者 (2回 )

職業分類 シニアアクチブ (ビルディング管理)

□―タリー歴

1984年 8月   大阪ロータリークラブ入会

1989-90年 度 SAA
1994-95年 度 理事・友好委員長

1996-97年 度 会長

1997-98年 度 職業分類委員長

1998-99年 度 会見選考委員長

ポールハリスフェロー

米山ファンド・フェロー

職業分類 :シ ニァ・ァクチブ(ヮ イヤーロープ製造)
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ll趾

大阪府知事 太 田 房 江
RI会長代理,元

RI理事       今  井   鎮  1雄

大阪市市長 磯 村 隆 文

第2550地区ガバナー 岡田 昭郎・岡田 信子 (直  岡)  第2660地区パストガバナー 伊瀬 芳吉 (池  田)

第2750地区ガバナー 小林程二郎・小林美智子 (東京日本橋)  第2660地区パストガバナー 戸田  孝・戸田  操 (八  尾)

第2780地区ガバナー 中山達二郎・中山 純子 (綾  瀬)  第2660地区パストガバナー 坂東  宏 (吹  田)

第2670地区ガバナー 原   勝・原  孝枝 (徳 島東)  第2660地区パストガバナー 松本 良諄・松本史都代 (大 阪東)

第2630地区ガバナー 中野 明美 (名張中央)  第2660地区パストガバナー 古田 敬三・古田 昌子 (大  阪)

第2650地区ガバナー 大日方弘明 。大日方志穂 (京都洛西)  第2660地区パストガバナー 廣瀬勘一郎・廣瀬ヨシ子 (大阪西南)

第2640地区ガバナー 成川 守彦・成川 忠美 (有 田 ) 第2660地区バストガバナー 菅生 浩三・菅生 和代 (大 阪 北)

第2680地区ガバナー 米谷  収 (神 戸 南)  第2660地 区バストガバナー 山中  文和 (大 阪 南)

第2660地区バストガバナー 大森 慈|ネ羊 (茨  木)

第2640地区バストガバナー 中島治一郎・中嶋 隆子 (泉 大 津)  第2660地区パストガバナー 中野 董夫・中野ルッコ (大阪阪南)

第2640地区バストガバナー 嶋  良宗 (和歌山東)  第2660地区パストガバナー 熊澤 忠男・熊澤巴津子 (守  口)

第2640地区バストガバナー 平岡 正巳 (羽  衣)  第2660地区バストガバナー 中川 章三 。中川 桂子 (大阪城南)

第2640地区パストガバナー 大丸 昌護 (堺  南)  第2660地区パストガバナー 近藤 雅臣・近藤 淑子 (干  里)

第2640地 区パストガバナー 大 澤  徳、平 ( 堺 )   第2660地区パストガバナー 吉川 謹司・吉川 房恵 (東大阪東)

第2640地 区パストガバナー 楠    公 延 (高 野 山)  第2660地区ガバナーエレクト 土井 正裕 (大 阪 北 )

第2640地区パストガバナー 亀岡  弘・亀岡 靖子 (泉  南)  第2660地区ガバナーノミニー 寺田 和之 (大  阪)

第2680地区ガバナーエレクト 中嶋  邦 明 。
中嶋 喜代 子 (西甲子園)  第2660地区ガバナー夫人

第2650地区ガバナーエレクト 山崎 時雄 (彦  根)

□―タリー文庫運営委員会 事務局長 上 島真 一郎 (東京銀座 )

□―タリーの友委員会編集長 浅見   勇 (東京みなと)
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Garvin Meissener
Aaro Kinberg
Jules Kain
Vandercapellen Virginie
Eva Procha'zkona
Annamarie Moore
Asrid Sjolshagen
Matt Dickinson
Amanda Joes
Phillip Hanson

Joe jones

Jorn Porstendorfer
Pita varga

Nan Elizabeth

西村 元延

友國 裕弘

弓庭 育子

春田かおり

北ドイツ :大 阪 西

フィンランド:高 槻 西

ニュージーランド:大阪中央

ベルギー :大阪イブニング

チェコ :枚方くずは

アメリカ :大阪東淀

ノルウエー :高  槻

カナダ :交  野

カナダ :大阪本町

アメリカ :大阪天満橋

アメリカ :大阪鶴見

ドイツ :大阪梅田

ハンガリー :大阪梅田

大 阪 東

アメリカ

アメリカ

タ  イ

イギリス

温 雅 珀

王   碩

洪 星 慧

永   己

ヮルダナ.チ ャンドラー・ウイスター

中村  健

佐久間大輔

播本 裕典

庄司富久代

本多 智桂

能田  久

榊原  徹

森田 昇吾

飯野 和子

渡島 壮恵

古賀 和恵

白井 重郎

岸田雅佐子

坂口知香子

紺谷 公二

沢田

参上

道本

徳田

湯川

自井

平山

橋本

健 二

愛子

雅史

茂康

鍛

匡史

東

野

北

筋

南

西

南

吉

橋

田

川

田

槻

港

東

平

　

堂

　

　

西

住

満

梅

淀

　

　

空

阪

　

阪

御

阪

阪

　

　

天

　

　

　

　

　

尾

阪

　

阪

　

　

阪

阪

阪

阪

阪

　

　

阪

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

吹

高

大

八

清風学園高等学校

顧 間 教 師      門田三生夫

インターアクト学生…………………池田 龍介

大阪桐陰高等学校

顧 間 教 師      仲谷 浩一

インターアクト学生……… ・̈……・山川利恵子

大阪教育大付属高校平野校舎

顧 間 教 師      鹿田 紀子

インターアクト学生…… …̈………合田 香子

浪速中学・高等学校

顧 間 教 師      本間 靖彦

インターアクト学生…………………栗田 雄壮

四天王寺学園高等学校

顧 間 教 師      岡  宏治

インターアクト学生………………̈ 吉田 幸代

金光八尾高等学校

顧 間 教 師      赤穂 裕子

インターアクト学生¨̈ …̈…………天野 浩志

大谷中学・高等学校

顧 間 教 師      西田 哲也

インターアクト学生…………………中本佳奈子

明浄学院高等学校

顧 問 教 師      大測 勝敬

インターアクト学生… …̈……… 荒̈井 康代

大阪府立総合青少年野外活動センター

所  長       稗田 雄三

大阪府立青少年海洋センター

所  長       片岡 浩尚

財団法人大阪府青少年活動財団

理  事       :松 林  寛

山田 創生

北風  潤

鳥居あすみ

岡本 憲明

岩波 啓明

中尾 康宏

北川 吉博

薮田美妃子

夏山真由実

李  孝親

黒田 律子

枡田 恒介
上山 和孝

岡  良恵

中尾  洋

・北埜 智久

・池田 陽子

・櫛田 華子

。米田 良介

・河合真依子

・石山 夏樹

・増田 裕美

・松尾 佳子

HOWARD DIXSON
ANDREW GRAHAM BIRKS

E�I】ЛA DUFF
HELEN ILINGWORTH
HELEN VICTORIA BLOWN

田

中

面

東

池

豊

箕

大

野

淀

面

南

島ン
一

平

大

　

城

バ̈
中

阪

阪

　

阪

阪

大

大

箕

大

大

央

南

見

東

田

中

　

鶴

阪

梅

阪

面

　

阪

大

阪

箕

大

大

東

大

地区役員
口

方

田

橋

東

筋

川

東

吉

吉

満

　

堂

　

　

住

住

天

尾

御

屋

阪

阪

　

阪
　
　
　
阪

阪

守

枚

吹

大

八

大

寝

大

大

大

英士

浩司

阪

阪

方

田

口

川

阪

央中

大

大
　
　
　
　
屋

阪

東

東

枚

池

守

寝

大

大
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Il薔

人間国宝 桂 無朝師匠

‡ll
平成12年 5月 13日 (土 )

大阪国際会議場

中川 清

兵庫県姫路市

四代目桂米団治に入門

芸術祭奨励賞受賞

芸術祭優秀賞受賞

同 受賞

芸術選奨文部大臣賞受賞

多数受賞する。

紫綬褒章受賞

重要無形文化財保持者 (人 間国宝)

認定

【本 名】

【出身地】

【芸 歴】

日召禾口22年

目召禾日38年

昭和44年

目召和45年

目召本田55年

昭和62年

平成8年

戦後、滅亡寸前の上方落語を故松鶴・春団治。文枝らと力を合わせて現在の繁栄まで導いたリーダーで、
数多くの滅んでいたネタを復活。

ネタ数の多さでは当代随一。船場の商人や奉行の登場する噺、芝居噺は独壇場で、後輩落語家に数多
く影響を与え「米朝落語」を確立。その高座は東芝EMIからカセットテープ。CD。 ビデオとして発売され、永
久保存されている。門人には「枝雀」「ざこば」「南光」等キヤラクター的にもバラエテイーに富み、米朝の懐の

深さが窺える。

上方落語の研究家で、その博学ぶりは能 。狂言・歌舞伎 。文楽などから寄席演芸全般の広範囲に渡り、
自らも多くの著作を著 している。作家 正岡 容 (い るる)の 高弟でもある。

また、ホール落語会を日本全国に展開し根づかせた。特に、大阪サ ンケイホールでは毎年の正月・夏
の独演会のみならず、昭和48年・52年には史上初の6日 間連続独演会「米朝十八番」を成功させ、平成4年
7月 14日～19日の6日 間連続「米朝一門会」が話題になったことなどは、記憶に新しい。

【著書作品】

『桂 米朝落語全集 (全7巻 )』『上方落語ノート(正・続・三集)』『米朝ばなし』『落語と私』
他、多数。
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平成12年 5月 12日 (金)リーガロイヤルホテル

京都市′Lまれの京都市育ちc

タレントとしては初めて国立大学(和歌山大学経済学部)の講師として話題

になった。

その後平成6年には、追手門学院大学文学部講師として再び教壇に立った。

【現在の出演番組】

毎日放送  『ありがとう浜村淳です』 月～金曜日   8:00～ 10100

関西テレビ 『浜村淳の人・街・夢』 月曜l1    10:45～ 11:10

朝日放送  『ワイドABCDE～ す』 月・水・金曜日 15:55～ 17:54

テレビ大阪 『健康手帳』     火曜日    11:00～ 11:15

他、多数。

【イベント】

『浜村淳のスクリーン・ポップス・コンサート』

毎年4月 大阪フェスティバルホール

【考書作品】

『源氏物語 花はむらさき』『しゃべり死にものぐるい』『星影の飛鳥』

『話し」1手で心をつかめ』『淳ちゃんの名作映画をありがとう』

麒lI
平成12年5月 12日

10:30

(金)大 阪松竹座

受付 11:00 開演

■
□目
■
□
田

■
□
■
■
■

■
■
■
■
■

『五日六歌轟僚』観劇

実盛物語ヽ

―――ダ ヽ

―――▲ヽ

勢獅子

西郷と豚姫
中村 吉右衛門 中村 富十郎

実盛物語
平家物語を題材とし、源義朝滅亡後、義朝の弟木曽義賢の討死と、その子駒王丸、のちの義仲の誕生を主軸とした物語の中の後半部分。平家の侍であり

ながら、源氏に心を寄せる斉藤別当実盛は、情智かねそなえた武将をあらわす 生`締物
クの代表的な役。義賢の妻葵御前の腹中の子が男か女かを詮議

しに来た実盛と瀬尾十郎。実盛は一計を案じ葵御前が生んだのは女の腕だと編し瀬尾を帰し、葵御前は無事男の子、のちの義仲を生む。荒唐無稽の要

素が多いが、理屈を離れて歌舞伎のおもしろさが堪能できる作品。

勢獅子
江戸の三大祭といわれた山王祭の御神酒所。ここで鳶の頭や若い衆、芸者らの江戸の町でもっともイキでかっこいい連中が威勢のいい踊りを繰り広げる。

芸者の手古舞、くどき、そして若い衆の木やり、鳶頭が五郎・十郎になっての曽我の仇討、獅子舞の狂い、ひよっとこのおどけ節など、ゆったりとした調子から

一転、早間の踊り込みへの変化など、短時間だが目のはなせない、威勢のいい賑やかな内容でおくる舞踊。

西郷 と豚姫

京三本木楊屋の伸居お玉は色自の肌の、丸 と々肥満した体つきで、人は「豚姫」と呼んだ。彼女は薄幸の女だったが、心の清い愛くるしい人柄から客からも

朋輩からも、愛された。そのお玉が、生まれて初めて恋をした。相手は、薩摩の西郷吉之助。その底知れぬ大きさ、それでいて懐かしい人柄に惹かれるよ

うになった。彼女は己の不格好な姿を恥ながら、精一杯西郷を愛した。死を思う程、苦しい愛。

西郷も孤独だった。主君には嫌われるは、幕史には追われる。彼はその志が未だ時を得ていないのを嘆いた。久しぶりに訪れた西郷に、お玉は心の内を

告げた。西郷はお玉が自分や同志の為に尽くした誠をよく知っていた。「お前のために死のう」とお玉の手をとった。

その時、大久保市助が主君の勘当がとけ、密使として江戸出立の命をもって駆け付けた。二人は黙って別れた。西郷とお玉はまったく異なった次元に生き

ながら、共通したイメージと相似した存在感を形成し、個性的な恋が展開する。淡い感傷と、そこはかとないユーモアが漂う作品。
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弦・・・長谷川一義 (はせがゎかずょし)

『津軽三味線・尺八』演奏

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

竹。・・多々見甫山 (たたみほざん)

尺八都山流 竹林軒

【楽歴】
1946年  12月  石川県に生れる。
1969年  母の(筆師匠)の影響にて

尺八を山川兄山に師事。

1974年  上京し、尺八山本邦山

より尺八楽を学ぶ。

1977年i CBSソニーレコーディング

曲名『山本邦山作品集』
1978年  朝日放送BGM録音。
1979年  朝日放送主催による

ベルギー建国祭に参加。
1982年  都山流大師範、後、

古典本曲基本型を学ぶ。
1985年  イベント依頼による作曲を

手がける。

1998年  作品100曲 を越え、
演奏会参加多数。

「

~可
T~~~~~¬ 1952年 青森市に生れる。

上京。大阪の民謡酒場

『春日』にて修行。

松竹芸能に所属

ローオンレコードに所属

長谷川流を結成し青森

及び関西を拠点に活動

する。

1975年

1976年

1978年

親善大使団として、ハワイホノルルフェ

スティバルに参加。

現在あらゆるジャンルの音楽にも挑戦

し、ジヤズやロックのミュージシャンと共

演も多く、意欲的な活動をしている。

ワイル ドローバーズ

プロフイール

同志社大学グリークラブ(男声合唱団)の OBで、1983年結成。ポップス、スタンダードジャズのほか童謡なども歌う。これまでに、
大阪厚生年金会館中ホール、大阪メルパルクホール、大阪国際交流センター大ホールなどで6回 リサイタルを開催。身体障害者の
施設を支援する

「抱きじめて琵琶湖」キャンペーン、ラジオ大阪「チャリテイ・ミュージックソン」、よみうり24時 間TV「愛の歌声は地球を救う」、阪神・淡
路大震災チャリテイコンサートなどにも出演。

194年
1月、結成10周年のリサイタルで大阪弁の男声合唱組曲「大阪グラフテイ～おおさかことばあそびうた」(作詞・島田陽子、

作曲。前田憲男)を委嘱作品として初演。'94年 3月、大阪府知事表彰 (地域文化)。 1995年 秋、「大阪グラフテイ」のCDを制作 (ビ
クター)、 同時に楽譜 (カワイ出版)も発売される。
その他、APECi95大阪会議の公式行事への出演や北野タダオとアロージャズォーヶストラとのジョイントコンサート、全国ボランテ

イアフェステイバル、'97年8月「大阪国際少年少女合唱祭」(大阪フェスティバルホール)、 10月「なみはや国体」イベント、大阪市北区
民コンサートなどに出演。

グループ名は、同志社創立者の新島 襄が自由を求め、アメリカヘ密航したときの帆船「ワイルド・ローバー号」にちなんでいる。

♪メンバー

・ トップテナー

・バリトン
荻巣 潤三

金子 悦文
。キーボー ド

・センカンドテナー

・ベース

村中 伸一・員弓

平井

中村

雅則

徹夫
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平成12年 5月 13日 (土 )

大阪国際会議場

デュークエイセス

谷  道 夫 愛称。ミーチャン

(バ リトン・リーダー)

硬軟両面をバランスよく保つ。リーダーの責任 [_、 チ
―ムヮークを最優先とする姿は御立派。レパートリー15()0曲 中、約半数を編
曲しデュークのハーモニーを性格づける。物忘れの名人で、大変な粗忽者だ
が憎めないとはメンバーの弁。この業界における信用は絶大。
趣味は酒と旅行。方向感覚の良さは抜群でどこにいても北を指す磁石を内蔵
しているみたい、山歩きではいつも先頭に立つ。五十肩と最近は少々の健忘
症。

槙野義孝 愛称・トノサン
(ベ ース )

仕事にも用心深い慎重さ、物忘れをしない冷静さ、ま
わりに気をとられずマイペースを貫く個性派。何かにこだわり始めると果て
しなくのめり込んでゆく熱中型でもある。よく喋るがステージでは無口、熱
演後も汗をかかない爬虫類的体質など、多くの不思議を発見できる。
趣味は万年筆、コーラスレコード蒐集。車と外国映画の知識は解説者クラス。
書道の達人。激辛に強くすべてにタバスコをふりかけて食べる。ウーロン茶
で夜明けまでもり上がれる。

吉田一彦 愛称0カイチョー
(セカンド・テナー)

あたりのやわらかさが身上、人を傷つけない気配りも
又万全、この方面に弱い他の3人の欠点を大いにカバーする。まさに外交・

社交の担当にふさわしい。几帳面で繊細な感覚もグループにとって貴重な存
在、優しい反面しばしば活火山的男っ気をみせる、熱血漢でもある。
趣味はゴルフ、スキー、マリーンスポーツ、卓球、油絵、日曜大工。器用な
手先を持ち、特にキヤベツの千切りはコックさんも脱帽。甘い声の持ち主は
甘いものが大好物。胃酸過多症。

“

日ヽ

Ｆ
曹
▼

飯 野 知 彦 愛称・トモサン

(ト ップ・テナー)

ヒョウキンと明るさをとり去ったら、何もないとは本
人の弁だが、気配りのよさとやさしさが、しっかり残る暖かい人柄。しかし、
石橋をたたいても渡らない程の慎重さには、しばしばまわりの人の首をかし
げさせてしまう。音域の広さとイタリア仕込の美声には定評あり。
趣味はスキーと球技。サッカー、テニス、ゴルフ、パチンコ?に至る。焼鳥
片手に (ナ ンコツは特に好物)一杯飲めば、最高にハッピー。カミソリと毎
日大格闘するヒゲの濃さが悩みの種。

竹田傑と和楽童子

竹田 傑と和楽童子(津軽三味線・尺八・和太鼓)

リーダーの竹田傑は、津軽三味線全国大会で1988、 1989年 と2

年連続制覇を成し遂げ、また多くの人達の指導にもあたっている。

トリオの和楽童子 (津軽三味線 :竹 田傑、尺八 :竹田直郎、和太

鼓 :北村敏明)と しては、神戸での震災チャリティーコンサート、皇

太子 。同妃殿下出席の全国育樹祭における演奏をはじめ、国内

各地での公演のほか、広く海外へ日本の文化の普及と親善に努

め、その功績は高く評価されている。
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◇ロータリー財団特別功労賞

山中 :文和 (パ スト・ガバナー 大阪南)

◇□―タリー財団功労表彰

吉川 謹司 (直 前ガバナー・東大阪東)

◇ロータリー財団地区奉仕賞
(寄付累計6000ドル以上のマルチプル・ポール八リス・フォロー)

木村 五郎 (大阪RC)

西野 公庸 (大阪堂島RC)

更家 章太 (大阪南RC)

☆大槻映史(大阪ちゃやまちRC)、 花木充夫(大阪南RC)は退会

◇意義ある業績賞 (1998～99)

高槻西RC

◇Rl会長賞 (1998～99)

茨木RC 大阪堂島RC 大阪中央RC
大阪城南RC 大阪南RC 大阪なにわRC
大阪西南RC 大阪うつぼRC 八尾RC

◇会員増強と拡大賞 (1998～99)

大束中央RC 東大阪東RC 大阪RC 大阪鶴見RC

◇□―タリー財団寄付優秀クラブ (1998～99)

(年間クラブ寄付総額上位3クラブ)

1イ立 1大

`反

RC   41183.37ド ル

2イ立 :大 1坂11ヒ RC 26010.40ド ル

3イ立 ,大阪南RC 23000.00ド ル

◇□―タリー財団寄付優秀クラブ (1998～99)

(年間寄付会員一人当たりの増加額上位3クラブ)

11立. 茨木西RC   281.40ド フレ

2位 大阪難波RC 230.92ド ル

3位_ 高槻西RC  223.49ド ル

◇100%ボール・ハリス・フェロー・クラブ
大阪住吉RC

◇□―タリー財団寄付優秀クラブ (1998～99)
(年間ベネフアクター認定者数優秀クラブ)

大阪船場RC 3名
大阪北RC  3名
大阪南RC  3名

◇米山奨学会寄付 (1998～99)

8千万円達成クラブ 大阪RC
7千万円達成クラブ 大阪南RC
6千万円達成クラブ 大阪西南RC 大阪北RC
4千万円達成クラブ 大阪天満橋RC
3千万円達成クラブ 大阪東淀RC 大阪南西RC

大阪淀川RC

2千万円達成クラブ 東大阪西RC 大阪大手前RC
高槻RC 高槻東RC

l千万円達成クラブ 大阪梅田東RC

◇ライラ上級終了者賞 (1999～2000)

山本  浩 (大阪平野)

紺谷 公二 (大阪住吉)

◇ガバナー特別賞 (1999～2000)
1)ク ラブ奉仕部門より lRC

箕面RC   (広報)

2)職業奉仕部門より  lRC
大阪天満橋RC(ボランテイア)

3)社会奉仕部門より  lRC
東大阪東RC (lo年間にわたり献血事業)

4)国際奉仕部門より  12RC
東大阪東RC、 大阪阿倍野RC、 大阪城南RC
大阪御堂筋RC、 大阪南RC、 大阪難波RC
大阪咲洲RC、 大阪住之江RC、 大阪住吉RC
大阪東南RC、 大阪うつぼRC、 大阪梅田東RC
(ミ ャンマー、妊産婦と乳幼児の支援合同事業)

◇優秀事業活動賞

クラブ奉仕部門表彰

1)大阪西RC
(広 報)

職業奉仕部門表彰

1)大阪梅田RC
(ボランティア)

社会奉仕部門表彰

1)吹田西RC
4)大阪堂島RC
7)大阪中之島RC

10)大阪南西RC

lRC

lRC

12RC
2)大阪柏原RC 3)
5)大阪城RC 6)
8)八尾中央RC 9)
11)茨 木西RC 12)

豊中南RC
吹田RC
八尾東RC
大阪城南RC

3)大阪なにわRC

6)大阪東淀RC

青少年奉仕部門表彰 2RC
l)摂津RC 2)千里メイプルRC

国際奉仕部門表彰  6RC
l)大阪平野RC 2)枚方くずはRC

4)八尾RC   5)大 東RC

拡大部門表彰  2RC
l)八尾RC 2)大阪そねざきRC
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目
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日
■
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一

■
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三

三

明

良

野

村

矢

押

夫

彊

信

勝

江津

場

宇

的

稔

豊

橋

寺

南

見

田

東

ぼ

瑯」願嘲嚇回』

大

大

大

大

大

大

大

毅

嗣

則

一

一
博

熙

弘

一
嘉

英

崎

橋

好

封

村

田

岩

矢

三

安

北

戸

元

雄

肇

昭
¨

田

前

田

芦

尾

原津摂

吹

栄

三

雄

康

隆

貞

村

口

田

北

西

和

志

男

衛

啓

利

兵長

寸

す

ｌ

銅
軒
町

洋

寛

吉襄

賀

島

中

芳

長

田

「
］
　
士
ロ

孝

喜

本

田

坂

山

重

昇

裕

侑

夫

晴

　

敏

宏

建

野

木

西

西

田

庄

三

上

山

馨

夫

夫

郎

弘

蔵

熙

樹

則

徹

次

武

辰

尭

春

野

林

日

我

田

川

長

田

欠

小

朝

久

正

黒

森

前

淀

北

南

大

西

西

阪

阪

阪

大

大

大

加藤 敏明

藤本員一郎 川辺

西 川

大阪イブニング 松浦 純男 小崎 照夫

大阪御堂筋 箕手孝治郎

大  阪  南 伊藤 昭和

清 幸田精一郎 前田

享 渡辺 英秋

小西 欣一 西村 定雄 新田 精一

植松 一良

徳岡 佑造

上原 政雄 吉中 春美

坂本  倍

今西 恭晟 湊  雅俊 立川 俊一

(1998. 12. 1～ 2000.

藤原  則 古里 龍一

西村 淳晨 小川 嘉誉

松宮 清隆

野崎 瞭一

岡

川橋

小倉 一幸

坂口  毅

八木情三郎

上掘 博三 山田 英男

田中 成和

西尾 良一 立花 幹夫

竹測登良雄

稲本 英治 井上 陽二

光吉  聖 田辺 嘉穂

失橋 繁雄 山村 利貞

小倉  登

八

八

ノヽ

篠原 良洋田中 祥介 谷中 清孝

横田 一夫

氏野 隆司 梅沢喜八郎

中竹

森

井関 頼三

神内 紘典 田畑 仙次 吉龍 資雄

植田 豊賓

辻村  弘 山田多津子

今里 英三 上西 圭治 吉村員太郎

東

阪

央

東

西

方

は

木

西

田

は

面

央

口

川

阪

野

島

中

坂

坂

　

ず

　

　

　

れ

　

中

　

　

　

倍

堂

大

畑

川

川

　

ス

　

木

　

Ⅸ

　

面 ‐

　

屋

　

囲

随

大

東

東

東

京

枚

枚

茨

茨

池

池

箕

箕

守

寝

大

大

大

●米山功労者

大 阪 難 波

大 阪 な にわ

大 阪 南 西

大  阪  西

大 阪 大 手 前

光

郎

増

九

田

島

稲

崎

木良高正 野地 龍夫 佐々

繁子 海邊 忠治

純

力

成

康

弘

朗

明

男

治

義

　

一
政

　

一
克

邦

太

伏

藤

林

島

田

中

田

田

島

火

近

小

高

吉

田

高

赤

小

武

宜

清

敦

富

酒

田

上

新

西

川

大 阪心斎橋

大 阪 城 北

大 阪住之江

大 阪 住 吉

大 阪 淀 川

千    里

石田清和喜

渡部冨士雄

鍬田 充生

吉岡 宏之

荒木 彰一

日中 信明

辻中 昭一

野田  宏

赤坂 信義

岡田 義昭

榎谷 信彰

米谷 正夫

小野 雅章

渡辺 忠雄

難波 恒則

丸山 俊郎

鏑木 圭介

北村 恭一

渡邊 源治

福田 みほ

平野大太郎

小倉 侑夫

鹿田 秀雄

司

覚

温

繁

正

彰

造

史

亮

博

三

長

博

　

政

良

山

島

立

月

井

田

水

大

足

望

平

平

田

田

田

多

前

前

藤村

勉

川瀬甲子雄 西村 敏男

田 足立 善信

紙谷弥一郎

田中和一郎

四宮 員男

秀信

幸治

田

村

石

城
一　
直

精

久

堀

津

赤

大

男

茂

真

　

一

武
　
　
　
　
　
英

本

田

洲

　

岡

山

浅

長

　

平

豊

郎

男

昭

郎

嘉

義

雅

二正

田

浦

中

本

下

畑

殿

田

山

木

作

二
　
一
章

夫

進

健

泰

宏

久

澤

内

崎

田

澤

萱

木

岩

宮

平

城
城
柏
坂
腕

阪
阪
阪
―
随

大

大

大

大

大

東

淀束
阪
随

大

大

野

町

平

本

阪

阪

大

大

壽
　
　
実

谷
　
　
田

大
　
　
西

隆三

裕之

守

樹一

岡本 正春

廣末 利男

臼井 慶勝

吹 田 江 坂

吹  田 西

高   槻

高 槻  東

豊  中 南

豊中一大阪国際空港

豊 中 千 里

八   尾

八 尾 中 央

八  尾 東

川

川

井

安

仲

伯

南

●米山功労クラブ (1998.12.1～ 2000.1.31)

坂

西

槻

東

中

南

江

田

　

槻

　

中

吹

吹

高

高

豊

豊

里

尾

央

東

千

　

中

尾

中

　

尾

北

き

江

吉

橋

南

見

田

東

ぼ

川

里

津

田

城

だ

之

住

満

東

鶴

梅

田

つ
淀

‐

住

　

天
　
　
　
　
梅

う

阪

厩

阪

阪

阪

阪

阪

阪

阪

阪

阪

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

千

摂

吹

田

淀

筋

南

波

わ

西

西

前

淀

北

南

場

橋

梅

北

堂

　

難

に

南

　

手

大

西

西

船

斎

北

　

御

阪

　

な

　

阪

大

　

　

　

　

心

阪

阪

阪

　

阪

阪

阪

　

阪

阪

阪

阪

阪

阪

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

阪

ち

央

島

南

東

淀

野

町

グ

南

東

原

北

ま
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や
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東

平

本

二
城

城

柏
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阪

ち

阪

阪

阪

　

阪

阪

阪

イ

阪

阪

阪

阪

　

　

　

　

　

　

　

阪

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

東

央

阪
央

東

西

方

は

木

西

田

は

面

川

中

　

中

阪

阪

　

ず

　

　

　

れ

大

阪

　

く

木

く

屋

東

　

大

大

大

　

方

　

　

　

田

大

大

東

東

京

東

枚

枚

茨

茨

池

池

箕

寝
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(1998. 12. 1～ 2000.

・ ポール・ハリスフェロー (※ はマルチブル・ボール・ハリスフェロー Bはベネファクター)

大  東 ※三[1 員作

※上田 陽造

大塚 隆英

③鷺森  薫

大東中央 伊泊 規子

東 大 阪 ※竹村 秀雄
※山下 勝弘

東大阪中央※三宅 幸造

鈴木 勝俊

①H笠  昭男

東大阪東 ※喜田 敏雄

※北井 宗一

東大阪みどり①谷垣 悦夫

東大阪西 牧  邦彦

杉山 義丈

枚  方 中澤 利文

枚方くずは 岩本 昌治

茨  木 ※簡  仁 ・

※金田 憲幸

①水田 泰次

茨 木 東 阪上 博史

茨 木 西 ※佐々木良高

池  田 素子

宜二

喜八郎

正之

一男

幸義

康剛

久則

崇旦

良三

弘之

圭 ‐

芳

司郎

勇

太郎

文英

知加

隆明

大阪阿倍野※村上公三郎

櫛田 雄一

※中尾 吉延

※武田 秀孝

辻 久美子

大阪ちゃやまち 1藤 田

谷口

杉山

大阪中央 ※小林

※武田

※石丸 康一

※江原 誠三

松下  昭

山中 政治

中原  毅

※北井 清文

西條 義昭

藤本 和俊

⑤三田 員作

大阪堂島 ※藤本員一郎

中井 清和

※廣瀬 幸雄

※籾倉 ,享二

大阪阪南 大野 定俊

※綾井治一郎

大阪本町 ※平田 良二

山口 英典

※田  晴重

大阪イブニング 田中 義信

大阪城南 ※畑田  豊

※藤澤 省三

※金田 勝弘

※井谷  齊

永井 正美

大阪城東 富士谷 清

小松  功

大阪柏原 ※中嶋 り1曳郎

※岡村 国継

※吉村 源逸

※寺田 信正

〇松原 貞 ´

大 阪 北 ※土井 」E裕

古今堂 紘

上田 耕造

※笹岡 正治

③阪口 善雄

大阪北梅田 箱田  隆

③稲葉  正

大阪御堂筋 丸本 恭生

高原 政巳

大 阪 南 ※更家 章太

※清水  卓

※國分 紀一

伊井 智「rマ

※川端 康弘

寺崎 泰彦

〇奥村 安正

煉リバーサイド 垣内 康弘

※森  栄 ・

※奥中 克治

大阪中之島※武内 克郎

大阪難波 ※望月 英成

※川崎 全司

※西野 公庸

※堀内 敏道

※竹田 秀道

津崎 正幸

※日野上輝夫

※大島 長造

※中村  健

※黒田  一

相生 昌孝

丹羽 一郎

○大原 健司

⑥櫨山  繁

又吉 宗治

岸 孝太郎

大月 啓輔

①寺西 邦男

※吉田 浩司

※西澤 正男

山下 健三

赤沢 肇一

※萱澤 進行

※岡倉 二郎

秋田 宜爾

松波 明宏

※早川清一郎

※水上 兼三

※植田  勤

榊原 正峰

※水山  章

※藤田 勝康

※幸田精一郎

①川崎 全司

吉田  洋

①費生孝七郎

⑬和気

※川口

⑥河野

出原

※山本

英夫

暢彦

榮

正秀

義朗

」ヒ

※福光

※川 辺

※海原

宇田

※中谷

研次

道太

,青

日

壽彦

龍石※河北 勝彦 ※横田  ^夫

百済 洋 一

※湯谷登来男

※西村 啓三

③瀧田 浩彦

夫

蔵

男

博

博

一

夫

雄

策

董

平

貞

正

義

宏

孝

久

康

喜

野

縣

藤

崎

中

水

井

田

田

中

山

伊

樽

小

清

土

横

塚

③
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
※

東
　
　
　
　
　
　
　
　
淀

野

阪
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
岬

大
　
　
　
　
　
　
　
　
大

大

※行日 一典

秋吉  節

吉村 孝文

※松本  昭

※山本 武男

男

光

男

道

芳

紀

良

憲

教

成

林

田

岡

上

森

若

本

糸

三

立

※
　
※

一　
男

平

啓

英

隆

崎

畑

藤

山

谷

首

○野地

小野

岸 [1

篠原

③森

新田

※青野

※常俊  章

※三埜  好

※八尾 嘉之

※石浜 雪大

池田 義彦

※西村  淳

③野中 一彦

二上 正幸

鍛冶 信雄

生津  清

※山本 光勇

植田 泰正

安田千恵子

大倉

※坂中

※池田

國一

良郎

正

南  賢兒

※石田 豊司

山本 賢三

加納 繁照

門  真 馬場

交  野 大門

※木下

箕  面 ※川端

箕面中央 ※東

※上野

守  回 山下

菊田

伊東

寝 屋 ,‖
※山下

大  阪 ※田中

野村

細尾

※松田

木村 繁雄

※水谷  弘

③田雀 卵文

※高島 政康

※宮永 憲一

森本 匡胤

①田原 一繁

※高田 克明

※河原崎 篤

岡市 正規

※小路  :三 良『

山本  格

奥村 昌也

北野 紀之

吉岡  崇

③谷田 史朗

硲   略

※小菓 照三

※石田 俊夫

※瀧瀬 尚峻

蔵田 禎夫

※黒木 義典

西村 公夫

川村 弘和

山下  健

※紅露 政利

田淵 暉久

※領木新一郎

※今里 英三

吉本 仁三

※竹中 恒雄

大浦 浩暢

※盛本 孝司

※村田 治彦

植田 保枝

浦野 絢子

河佐  浩

鷲塚 昭夫

田 11 元一

※笹木 秀雄

※竹村  明

※常楽寺喜雄

①常楽寺喜雄

岡‖l 耕治

※龍田 宇内 ※氏野 隆司

※梅沢喜八郎

小野 俊文 ⑬寺嶋 三郎

木本 保平 ※島津 裡次

※大森 慈祥 ※橋本  淳 男

和

次

行

盛

茂

浩

一

枝

嗣

三

子

公

貞

篤

弘

　

　

　

幸

春

政

省

久

谷

伯

里

田

原

田

田

原

村

賀

田

奥

三

佐

今

本

杉

甲

藤

榊

岡

古

米

③
　
　
　
※
　
※
　
　
　
⑪
　
※
　
①
　
　
　
※

夫

雄

司

明

子

　

治

明

龍

功

宏

克

索

　

恒

孝

正

郎賀

舞

Ｈ

田

森

原

田

山

阪れは池田く

高見

※中竹

福本

※遠山

浜川

海遼

隆重

圭弘

忠治

齊藤

雨FI

※村岡

岡内

※北島

紀彦

正

正次

重信

清光 夫
　
＾

修

策

道

公
　
　
正

田

井

飼

村

池

増

鵜

奥

博

子雅

藤

日

伊

谷

福井 健二

清水 裕之

吉本 吉宏

山川善一郎

石谷 隆一

田代 精作

③楠神  壽

①前田 澄雄

岩井  靖

※小林 龍三

※四方  修

③上田 隆三

木船 貴由

※渡邊 純一

※亀井 龍彦

※藤田誠一郎

三木 昌子

盛本 敏子

小川 慎司

※小林  勝

※芹川 明義

※L田  祐嗣

※越智 碩夫 ※高橋 一弘 ⑪鈴木 忠夫
※木村

※野田

※大多

五郎

正彦

一雄

竹田  勲

※小室  樹

※青木 憲治

柳本悠紀子

三栖冨美子

③立石 泰教

小原 雅美

※前田 嗣吉

※高木 義輝

西田  修

森田 和明

③丸本 恭生

井上 通敏

※小谷 公穂

※中島俊一朗

高田  明

宇賀 正人

木下  肇

〇小八木規之

※石田 圭一

※井上 隆晴

前田 葉子

①高野 博行

※有澤 正雄

小出 費一

高田 知彦

③富  道雄

祖父江一郎  上野 博明

③黒瀬

田

田

村

島

尾

新

前

上

草

横

誠

一

夫

豊

一

治

夫

精

元
　

　

　

国

孝

※西村

※山野

※安川

頴川

塚本

①橋本

定雄

茂

隆三

五郎

邦彦

憲之※津江

子

平

彦

夫

三

和

克

宗

晴

則

惇

直

酒 井

松本

※大山

①前田

國奉

勇

葉子
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大阪なにわ※徳岡

絵川

吉川

大阪南西 ※田口

大 阪 西 稲田

岩井

大阪大手前 武部
※山本

浅桐

⑥田村

大阪大淀 ※菊川

杉山

大阪西北 ※十河

⑬藤井

大阪西南 ※藤本
※大谷

佑造

長昭

仁育

史郎

寿夫

孝明

森下美恵子

四宮 孝郎
※朝日 徹夫
※古里 龍一

光山 嘉一

竹森 良男
①島崎進一郎

※瀧川弥州男

③山川 晴久

中井弘一郎

邦照

啓爾

逸郎

博史

京子

義昭

亀治

高明

明文

照夫

肇

定男

山本平八郎

※奥澤 邦彦

斉藤 隆二

※木村 一雄

小出  彰

中澤

※大枝

⑤川上

鳥辺

永田

※服部

西田

※甲斐

間石

保夫

朗

浩邦

甚吉

昌範

良治

直弘

敏明

成人

※北村 恭一

※柏木 義文

※西川 治男

山本  榮

※渡邊 源治

梶本 良治

※平野大太郎

※奥田 勝啓

※渡辺  祥

※柴田 英一

山口 孝満

※今川 憲司

※中‖l  府

③今井  博

片岡 哲玄

※小林 達夫

※鈴木 隆志  ※

羽生 一喜 ※

※村上 正人 ※

稔

三順

田

田

士
口
　
」鶴慎 一　

義

浩

啓

信坂

井

河

赤

横

羽

日

本

天

江

橋

※
　
　
　
　
※

ｒ

一
つつヽ阪大

一

倍

徹

宏

光

治

好
　
　
　
　
　
正

健

木

日

本

島

々

澤

村

宮

坂

大

佐

井

河

※

大橋久賀雄

⑬河西 計介

大蔭 政勝

山本 倭代
※白井 慶勝

小川 哲男

※浅桐 紀元

井澤夫美子

⑪山本 忠雄

浅野

大田幌フレンド 稲川

大阪淀川 ⑬岡田

千  里 ※星野

※野中

千里メイプル※西本

一

三

子

之

男

央

生

次

彦

透

昭

陽

慶

和

起

宗

元

進

邦

西尾誠 ^郎  大石 正守 ※岡本 政和

吉岡 康雄 ※柳野 隆生  近藤 太郎

※坂口  健 ※小谷 澄信 ※川瀬甲子雄

※岩崎 1熙毅

※大庭  脩  岸上 憶典  太田 光重

田中 康造 ※門田孝三郎 ※中川 廣司

※山口 愛彦  景山 隆光  中川 法政

摂

四 条 畷 ※田村 成明

③中川 法政

欧  田 ※田辺 嘉穂

中井  健

柳川 義行

吹田江坂 荒木 勝博

吹 田 西 ※平野 善次

高  槻 ※土井 文雄

大限 正純

高 槻 東 ※西川 豊蔵

高 槻 西 高橋  徳

長積  優

豊  中 ※近藤 俊夫

⑬馬場 一雄

豊 中 南 ※八田 昌三

岡本 員弘

※西口 信明

※吉田日士光

豊韓願標鶴 上西 利三

豊中千里 熊澤 一郎

八  尾 ※永井  武

※小りll   寛

※植野 重雄

※池尻  誠

高田 吉治

※今井  博

※松本新太郎

※谷村 安脩

八尾中央 片岡 基博

※林  明雄

①泉  寛治

八 尾 東 井上 早苗

①松本 智幸

島

田

口

高

原

埜

※
　
※津

※平田 勝久
※吉川  守

西村 淳晨

高澤富士子
※藤井 福進

石田  秀
※村石  全

①藤井 格進

三上文一郎

三浦 弘光

⑥新田 昌男

安田 忠壽
※村田長兵衛

※平田啓治郎

稲田 増光

西村 敏治

八木 洋子

藤本 和茂
※神戸 鐵夫
※内藤 一馬

◎重村 登龍
※新田 昌男

高階 貞男

⑥斉藤 憲司

細谷 秀雄

永通 明温

※黒田 祐司

亀井 築美

小田 具弘

弥谷 和也

※深田 英雄

宮川 和夫
※田伏駒太郎

③中西順一郎
※若原 一之

③片岡 清夫

岩田 行雄
※奥本 晋介

紙谷 正行

※戸田  博

⑬和日 弘毅

八橋 志夫

浦  政一

平山 直樹

③長島 寛

　

　

誠

西リト 忠義

章

彦

邦

孝

元

光

宏

和

阪

谷

岸

野

小

細

根

北

③

　

③

黄

也

秀

亮

明

繁

輔

豊

俊

敬

忠

　

　

泰

野

澤

尾

泉

上

田

水

高

柏

今

井

原

森

③

　

※
　

※

鵬
　
　
　
臨

頬
　
　
　
爛 馬場喜代子  上田 利男  中西 純造

※中村 恵英

※栗本  武

※大田比登史

※山口

大野 昭一

※三田  裕

※豊田 宏三

⑬森本弘一郎

大阪城北 高瀬久美子

角本 浩一

大阪そねざき 井上 千明

竹之内 勲

堀江 早苗

伊藤 信子

松本智津子
※新宅久美子

①片本  邦

大阪住之江※末永  咬
※西田 敦宜

大阪住吉 内田利恵子
※中島  守
※古田 乙彦

大阪1天満橋※松本  忍

※松宮 清隆

宇野  稔
※三好三郎丸

大阪天王寺 吉岡 宏之

大阪東南
※荒木 彰一

※濱田  昭

大阪鶴見 ③発  剛士

大阪梅田 大西 祐造

大阪梅田東 山本 清之

原田  渉
※上堀 博三

革島由利子

寺本美津子
※市橋 了子

岸田 種一

松本 論子

菅原 真一

〇澤田 典子
※池田 淳八

沖蔦阿喜良

※新井 文三

辻本 友明
※伊藤 英男

辻  一郎

※音澤 秀夫

石田 道夫

荒木 迪夫

山田  実

森本 和代
※山田美美江

※井田 保子

岸本美智子

三輸恵巳子

中  明夫

原野

丸山

○杉ヽオす
※川本

太田

※浅川

圭司

哲郎

武

浩

昌雄

正英

井上 紀人

川合由見子

※勝見 哲朗

南川 和茂

音野 正史

稲田  紘

※岩田 良三

※下城  園

※山畑 雅裕

⑬戸田  孝

※山田 正雄

山倉  登

福田 みほ

※森川  勝

※正日 常雄

※吉成 敏行

今川 和明

※居相 英機

※木村 義一

※大槻美佐夫

※阪口  毅

※山 分  義 一

森本

③桑原

永井

春次

石田

※松井
※
中西

嘔

匡昭

潔

捷子

光子

和子

由子

英子

佳代

前田 春樹 ※中辻 忠男

義

夫

信

詞

正

恒

正

啓

田

石

桐

西

原

力

片

中

※

　

　

　

　

※

※松本

③山路

③松岡

徳山

[1山奇

昌彦

茂雄

多美

幸三

※竹渕登良雄  冨田 栄次

⑬佐野千代造

北木平八郎

⑥篠原 耕一

中野 収二
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(1999. 2. 1～ 2000.

ありし日のこ活躍を偲び

謹んでこ冥福をお祈り申し上げます。

氏  名   所属クラブ こ逝去年月日 年齢

鰊
鰊
隋
颯
晰
聰
鰊
鰊
◎

◎
鰊
薇
聰

お
`よ

ら
■
り

やよ
り

阪大み
美

さ
佳
Ｌ

ま

耳

４小原

４
Ｕ

■
↑岡

福島

くにつぐ

国 継
大 阪 柏 原 99.2.675歳

1 71歳

おかむら

けん じ

お
雄

戒
末

ら
ｉ守
Ｊ

む
ｉ〓
Ｔ

渤
岡

イ静
=ムⅨ二′ロ

大阪天王寺 99.2.875歳

茨   木 99.2.1468歳

かさむら  かず お

笠村 ―雄 大 阪 南 99.2.1890歳

柏元 勲
大 阪 柏 原 99.2.2760歳

ふじ た     すすむ

藤田  進 千  里 99.3.482歳

』
代

み
三 博 枚   方 99.3.570歳

かしもと いさお

ひろし

t\aa i

まつもと

井上
さ なえ

早苗 八 尾 東 99.3.1060歳

池お
夫

け
卜
ヽ

た

ニ
エ松本

大じ
払
相

Ｍ
文

田 99. 3. 13&歳

阪 99.3.1473歳
や ベ

生=立R
ンヽ .口 :J

お く い

奥井
すえいち

末― 大 阪 南 99.3.1650歳

H喘
ア`

なおふみ _=

直文 品 槻 99. 3. 22 69歳

ダ
水

氏  名   所属クラブ こ逝去年月日 年齢

野健 大   阪 99. 4.1585歳
の けん じろう

Ｒ

Ｐ
白
ハ次

田中 隆英 大 阪 城 南 99.4.1878歳
た なか  たかひで

しげむら  のぼ る
４
Ｕ

＋
Ｔ

重
登龍 大 阪 西 南 99.4.2867歳

つじもと

辻本

森

けい じ

啓次 守

彰朗

口 99. 5. 24 74歳

東 大 阪 99.5.2569歳
あき お

いけ だ

池 田

かつひろ

勝浩 大阪南西 99.6.861歳

め
藤

か
加 照雄 豊 中 南 99.6.2268歳

の
東 平介 寝 屋 りl1 99.7.177歳

くらうち  ゆうきち

倉内 勇吉 棋 方 99.7.293歳

てる お

^r\-fl,

じろうきた

北  二郎 大   阪 99.7.2686歳

すず き としみち

鈴木

原Ｅ
Ⅸ

雀
嵐

寿通 豊 中 南 99.8.368歳

ひろあき

弘章 大阪住吉 99.8.1166歳
いいはら

歳西南阪大
¨
押

ら
良

な
一〈示

20

物:|,`者名簿

聰
薇

◎

聰



■
■
□
轟
薔
目

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

氏  名   所属クラブ こ逝去年月日 年齢 氏  名   所属クラブ こ逝去年月日 年齢

しもむら くに お
大 阪 東 99.8.2774歳

まつした  まさお
大 阪 西 北 99.11.473歳下村 国夫 松下 正男

にしやま t磐 大阪東99。 9.996歳
けんいち

大 阪 城 東 99.11.2075歳西山 佐藤 健一

の
野

い
塩

よしひこ

芳彦 大 阪 北 99。 9.1761歳
里麦望 大阪心斎橋 99。 11.2571歳

西 尾

きむら みのる

豊   中 99。 9.2392歳
むら た かつひこ

勝彦 箕 面 99.11.2568歳４
Ｕ

去
Ｔ木 実 村 田

ゆきとし
吹   田 99.9.2374歳

たけお けいの すけ
大 阪 西 北 99.12.687歳古徳 幸俊 武尾敬之助

よ し だ     みのる

吉田  賓 大 阪 西 99。 10.1174歳
むず た つとむ

茨 木 東 99.12.768歳水田  勉

い
井

”
赤

たつぞう
大 阪 南 西 99,10.1467歳 歳西阪大東』

一
］日日

だ
田

よ
余辰蔵

ぉ

〓
川
「

議
崎

けんしん

健新 大 阪 南 西 99.10.2465歳
ひらまつ  ひていち

八   尾 99.12.3069歳平松 秀一

けんぞう

憲造 千   里 99.10.2653歳
ひ ら し おさむ

大 阪 阪 南 00.1.174歳森 田 平井 修

』
一

聯良
粥
由
ｎ

創
竹 吹    田 99. 10. 2891歳

も り たけさだ
大   阪 00.1.2069歳森  武貞

いしはま  せつ お

大 阪 城 南 99.10.2969歳
かわはら

川原
たくみ

石濱
甲 ―ト
ヨ ノヽ .

11ラ
大 阪 西 北 00.1.2566歳

奏
崎

撻
山

L\3$
大   阪 99.10.3182歳 」

西
』
大

あ き お

晃夫 守 口 00. 1.2868歳
勲

にしかわ つねいち

常― 人   東 99.11.265歳
たけ だ きょういち

西川

さ 1,  けぃグう

佐治 敬三 大 阪 北 99.11.380歳

武田 恭― 大 阪 北 00.1.2988歳
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橋

寺

南

見

田

東

ぼ

ド

川

里

ル

津

畷

田

坂

西

槻

東

西

中

南

港

里

尾

央

東

阪  御  堂

阪

阪 リ バ ー サ イ

阪  中  之

阪  住  之

阪   住

阪  天  満

阪  天  王

阪   東

阪   鶴

阪   梅

阪  梅  田

阪  う  つ

阪 八 尾 フ レ ン

阪   淀

里 メ イ プ

中

中 一 大 阪 国 際 空

中  千

江

中

条

　
　
　
田
　
　
槻

槻

尾

尾

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

千

千

摂

四

吹

吹

吹

高

高

高

豊

豊

豊

豊

八

八

八

淀

野

町

グ

城

南

東

原

北

田

淀

筋

南

ド

島

波

わ

西

西

前

淀

洲

北

南

場

橋

北

き

ン

一母

東

平

本
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城

城
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阪

北
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阪
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大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

東

央

阪

央

東

り

西

方

は

木

東

西

田

は

真

野

面

央

口
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東

阪

野
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や
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堂
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「
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大
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木

木
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屋

　

　

阿

や

　

　

　

阪

[地区外] 1□―タリークラブ

船橋□―タリークラブ

[地区内] 84□ ―タリークラブ

大

大

大 阪

大

東

方

田

大

大

東

東

東

東

東

枚

枚

茨

茨

茨

池

池

門

交

箕

箕

守

寝

寝

大

大

大

大

大

大
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‐
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肝
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屋
　
阪
』
阪
阪
阪
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lI撥

lI咆

l‖

ガ バ ナ

大 会 委 員

大 会 副 委 員

大 会 副 委 員

大 会 副 委 員

―  (豊   中)

長  (豊  中)

長 (豊 中 南)

長  (豊 中・大阪国際空港)

長  (豊 中 千 里)

事  (豊  中)

事 (豊 中 南)

事  (豊 中.大 阪国際空港)

事  (豊 中 千 里)

責ヨi睾

小 西

仲 井

古 市

高 島

忠 男

豊 和

光 夫

実

凱 夫

近 藤  雅 臣

土 井  正 裕

井 上  嘆 夫

青 木 禎 一 郎

柏 木

村 司

坂 本

行 岡

奥 村

馬 場

吉 田 日士 光

木 本  亮 介

梶 本  良 治

(守     日)

(守     口)

(門     真)

(大  阪  北)

(大 阪 中 之 島)

(千

(大

(千

(豊

阪

里)

北)

里)

中)

ホス トクラブ会長

コホストクラブ会長

コホストクラブ会長

コホストクラブ会長

大 会 SAA
副 S A A
―卜  △  △  =輩
ノハ、 Zヽ  12ヽ  日!

地 区 代 表 幹 事

登録委員会

委 員 長

副 委 員 長

委   員

〃

ノ/

〃

(豊   中)

(豊 中 南)

(豊 中.大 阪国際空港)

(豊 中 千 里)

(豊   中)

(豊   中)

(豊   中)

(豊   中)

西 山  敏 之

坂 本  英 一

行 岡  義 蔵

奥 村  量 之

青 木 禎 一 郎

田 中 勇 之 祐

勝 本   保

青 木 禎 一 郎

尚

峰

一
蔵

之

雄

悠

英

義

量

一幹

幹

幹

幹

百田
　
一口田
　
一口田

△
ム

〈
ム
〈
〓
〈
不

大

大

大

大

lll

信任状委員会 表彰委員会

長

員

口貝委

委

東

東

東

阪

阪

阪

大

大

大

東

東

東

長

員

口貝委

委

吉 川

斎 藤

村 上

山 田

中 川

謹 司

勝 俊

雅 治

和 義

廣 司

貞 信  (豊
宏 明  (豊

i青   (豊

洋 一  (豊

信 紘  (豊
晴 夫  (豊

(大 阪 御 堂 筋)

(摂     津)

決議委員会

△
ムロ貝委挙ｗ建

長

員

口貝
　
　
〃
　
〃

委

委

前

前

前

剌

↓

城

城

阪

阪

阪

阪

阪

大

大

大

大

東

豊

長

員

員

　

〃

〃

〃

委

委

プログラム委員会

委  員 長  児 島  義 介  (豊

副 委 員 長  近 藤  俊 夫  (豊

委   員  橋 本 万 太 郎  (豊
ノノ   大 塚  頴 三  (豊

中)

中)

中)

中)

中 川

光 信

小 山

吉 川

橋 田

章 三

昌 明

隆 三

忠 章

進

森 山

F]

橋 本

山 西

次 家

内 本

中)

中)

中)

中)

中)

中)
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〈総務委員会〉

委 員 長 西山 敏之

副委員長 田中 勇之祐

委  員 中井  稔

畑田 耕 ´

上田 幹之

〈プログラム委員会〉

委 員 長 児島 義介

副委員長 近藤 俊夫

委  員 橋本万太郎

大久保博泰

笹部 義平

(豊中南RC)

八日 昌二

井関 正和

柏木 義文

小林 芳春

光本 義一

く会場委員会〉 (豊 中千里)

委 員 長 甚円 倫弘
副委員長 野原 嗣久

委  員 雨森  健

藤原 安雄

五條 房巳

井元 克典

樹

雄

太

郎

茂

幸

郁

征

村

村

野

下

田

寺

植

森

之

徳

也

二

三

衛

正

安

徹

竹

利

齋城

谷

田

中

西

日

新

武

田

上

山

坂戸 照雄

杉本 博己

枇榔 五郎

黒河  洋

大塚 頴-1

山西 洋一

古澤 照明

島田 一光

竹玄 賢司

吉川 孝雄

次家 信紘

森本 博明

佐川 正治

イヽ、ア i間 ―̂

澤本 政光

草野  保

永野啓之介

中尾 正三

榎原

平山

岩崎

」ヒ本f

熊谷

宮内

嘉之

稔

博

恭一

常一

敏光

熊澤 一郎

浅野  久

福田 みほ

平井 勝男

中井

西川

武田

豊田

上田

吉崎

誠

治男

矩夫

宏三

卓也

弘明

(豊中南 )

山本 和市

古澤 照男

國貞 員司

西野  修

岡本 員弘

吉田日士光

江上 清夫

田

中

山

武

田

築

昭

男

夫

治

樹

章

一
源

正

邊

川

渡

石

枝本

堀内

亀田

小林

三田

明

彦仁

八良

春市

裕〈登録委員会〉
委 員 長 森山

副委員長 門

委  員 橋本

内本

〈広報委員会〉

委 員 長 喜多

副委員長 村司

委  員 矢野

〈記録委員会〉

委 員 長 豊島

副委員長 中村

委  員 横田

〈救護委員会〉

委 員 長 橋 |¬

副委員長 千葉

委  員 森本

く会計〉
委 員 長 勝本

副委員長  11旧

貞信

宏明

1青

晴夫

正夫

辰朗

昭

了雄

勝彦

宏司

進

隆造

健二

保

利男

清

三

雄

一

一
蔵

旭

雄

敵

泰

行

守

龍

兼

修

　

利

元

昌

野

下

寺

本

井

島

田

山

見

実

磯

木

小

松

村

西

奥

笹

高

時

男

男

守

正

崎

竹

河

小

前川 好弘

森田 正治

西田 尚道

岡田  宏

阪口 恵子

高橋 貞夫

東松 孝臣

横山 昌弘

(豊中南RC)

郎

男

弥

夫

憲

子

彰

爾

之

枝

夫

晴

二

嘉

　

照

正

政

　

卓

量

佳

信

俊

連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

島

野

藤

下

田

本

澤

　

村

花

馬

都

福

星

伊

樹

栗

宮

長

岡

奥

立

辰

宇

信 明

則成

西 ||

高野

鳥居

都書

山フI

賢二

武洋

安正

中村

田原

田中

辻

山本

弓場

恵英

翠成

勇

武司

榮

國宏

〈唱歌委員会〉

委 員 長 小橋  潔

副委員長 中西 敬次

委  員 森山 貞信

〈歓迎晩餐会〉

委 員 長 加登 俊夫

副委員長 米田  真

委  員 矢日 正登  奈須 正好

〈表彰委員会〉
委 員 長 中西 純造

副委員長 渡辺 宏道

委  員 田中 啓次  木村 正治

〈j妾イ寺委善譲含〉(豊 中大阪国際空港)

委 員 長 辻井 茂夫

副委員長 尾形 理一

委  員 阿部都可郎  道満  隆

羽測 一司  濱田 英機

泉   潔  木下 俊作

町田 秀宇  村井 健三

中村 忠矩  中埜  肇

く家族のつどい委員会〉

委 員 長 森「日 治男

副委員長 吉田 弘幸

委  員 藤原 俊彰

海堀 1二章
三井 清治

大旧比登史

山中 久男

〈部門別懇談会委員会〉

委 員 長  ・瓢 利男

S.A.A.

璽1幣
ク
雇西ll 敏之

職業奉仕 中西 純造

社会奉仕 田中勇之祐

国際奉仕 加登 敏夫

□―タリー財団 橋‖1   進

井田

松本

大野

坂本

記録

次家 信紘

喜多 正夫

田中 啓次

森本 博明

竹玄 賢司

彦

夫

昭

一

幸

邦

　

英

副S.A.A.

郎
　
光

朗

一
夫

五

政

辰

耕

俊

榔

木

司

田

藤

枇

澤

村

畑

近

明

正義

原

田

藤

池
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ロイヤルホール
ROYAL HALL
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Ｊ
引
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評
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じ

リーガロイヤルホテル

3F

会長・幹事・クラブ奉仕部門 (ロ イヤルホール)

16:00 開会

]フ :00 閉会

2F

社会奉仕部門 (菊の間 )

16:00 開会

17:00 閉会
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□―タリー財団部門 (ダイヤモンドホール)

16:00 開会

17:00 閉会AE
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職業奉仕部門 (桂の間 )

16:00 開会

17:00 閉会

国際奉仕部門 (桐の間)

16:00 開会

17:00 閉会
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奉仕の理想

奉仕の理想に 集いし友よ

御国に捧げん 我等の生業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車 いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー

ロータリー

我等の生業

1.我等の生業さまざまなれど

集いて図る心は一つ

求むところは平和親睦

力むるところは向上奉仕

お  ゝ ロータリアン

我等の集い

2.奉仕に集える我等は望む

正しき道に果をとるを

人の世挙りて光を浴みつ

力を協せて争忌むを

お  ゝ ロータリアン

我等の集い

1。 手に手つないで つ くる友の輪

輪に輪つないで つ くる友垣

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ 一つ心に

お  ゝ ロータリアン

お  ゝ ロータリアン

手に手つないで

2.手に手つないで つ くる友の輪

輪に輪つないで つ くる友垣

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ 世界と共に

お  ゝ ロータリアン

お  ゝ ロータリアン

26

「
|ニカ 」リー プング:・
」  ニノ  ノ́    ´





国際□―タリー第2660地区

地区大会事務局

〒 560-0021豊 中市本町 5-6-40 リツチ 201
TEL(06)6842-6767 FAX(06)6842-6768
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国際ロータリー第2660地区
1999～ 2000年度地区大会

決 議 案



決 議 案

決議第 1号

国際□一タ リー会長代理今井鎮雄氏に対する感謝の件

国際ロータリー元理事今井鎮雄氏は、国際ロータリー会長カルロ・ラビッア民の代
理として、公私にご多忙の中、令夫人とともに本大会にご臨席を賜り、国際ロータリ
ーのテーマ「ロータリー2000:活動は堅実、信望、持続」を推進するために、極めて

格調の高いメッセージと豊富な情報により、参加者全員に深い感銘を与えて下さいま
した。
よって本大会は、国際ロータリー会長代理今井鎮雄氏に対し、深甚なる謝意を表す

ことを決議します。

決議第 2号

国際 □一タ リー第2660地区直前ガバナー吉川謹司氏に対する感謝の件

直前ガバナー吉川謹司氏は、誠実で温厚なお人柄と強い責任感により、1998～99年

度のテーマ「ロータリーの夢を追い続けよう」を身をもって垂範されました。常々、
自ら感動を覚える奉仕活動の実践を説かれ、地区内ロータリアンの共感と信望を集め

られました。とくに、厳しい経済情勢が続く中で、新たに2つのロータリー・クラブ
と2つのローターアクト・クラブを設立されました。さらに2004年 に大阪を中心とし
て関西で開催される国際大会を前にして、4地区連合地区大会 (2640、 2650、 2660、

2680各地区)を 、ジェームズL.レ イシーRI会長ご臨席の下、大阪ドーム球場で開催
され、見事成功に導かれました。卓越した識見と優れた指導力による幾多の業績は、

地区内全ロータリアンの深 く感銘するところであります。
よって本大会は、直前ガバナー吉川謹司氏に対して、その功績を称えるとともに深

甚なる感謝の念を捧げることを決議します。

決議第 3号

1998～ 99年度の収支決算書 (監査報告付き)を承認する件

本大会は、国際ロータリー第2660地 区の1998～ 99年度収支決算書 (監査報告付き)

〔別表〕を承認することを決議します。

決議第4号

研究グループ交換実施の件
本大会は、国際ロータリー第1560地区 (オ ランダ、62ク ラブ、会員2948名 )と 当地

区との間に合意されている2000～ 2001年度の研究グループ交換プログラムに賛同し、

地区内全クラブがその実施に積極的に協力 して国際理解増進の成果を挙げることを決

議 します。



決議第 5号

2001年開催の規定審議会の代表議員として山中文和氏を指名する件

2001年 にアメリカ合衆国シカゴ市において開催される国際ロータリーの規定審議

会に、当地区の代表議員として山中文和氏を、また、補欠議員として大森慈祥氏を指

名することを決議します。

決議第 6号

教育問題への関心を深め、21世紀に向けてのわが国の教育の在り方についての

方策を提言する件

教育は、人間形成と社会の構築に関わる最も基本的かつ重要な活動であります。し

かし、今日わが国においてはこの認識の不足によりその果たすべき機能が著しく損な

われ、その結果、社会全般に構造的な欠陥を生じ、わが国の将来が危惧されています。

よって、本大会はロータリーの精神に基づき人間の教育の真のあり方を追求し、こ

れを実現する効果的方策を策定するとともに、社会に提言してその実現に努めること

を決議します。

決議第 7号

2008年のオ リンピック大阪開催に協力の件

本大会は、2008年 にオリンピックが大阪で開催されることを期待し、その実現を目

指して、地区およびクラブが協力することを決議します。

決議第 8号

アルゼンチン国ブエノスアイレスで開催される国際□一タリーの1999～

2000年度国際大会への参加を推進する件

2000年 6月 4日 から7日 までの4日 間、アルゼンチン国ブエノスアイレスで開催さ
れる国際大会に、多数の当地区ロータリアンおよび家族の参加を推進することを決議
します。

決議第 9号

2004年に大阪で開催される国際大会の準備に万全を期する件

1996年 11月 の国際ロータリー理事会で、2004年の国際大会の開催地は「関西」と

推薦され、第2640地区 (大阪府南部、和歌山県)、 第2650地区(福井県、滋賀県、京都

府、奈良県)、 第2660地区 (大阪府北部)お よび第2680地区 (兵庫県)の 4地区が合同じ

てホストを務めるため、2004年国際大会 。国内委員会 (委員長 千宗室。元RI理事)お

よび同 。実行委員会 (委員長 戸田孝パスト・ガバナー)が設置され、諸準備を始めて

います。
大阪を主たる開催地とする本大会において、当地区がその中心的役割を果たすため、

地区内各クラブが総力をあげて任務を遂行し、準備に万全を期することを決議します。
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決議第 10号

本大会のホス トクラブ、コ ・ホストクラブおよび協力諸団体に対する感謝の

件

今回開催された1999～2000年度国際ロータリー第2660地 区の地区大会が多数の地
区内ロータリアンと家族が参加して、輝かしい成果のうちに終了できますことは、ひ
とえにホストクラブである豊中ロータリークラブ、コ・ホストクラブである豊中南、豊
中一大阪国際空港および豊中千里の 3ロ ータリークラブの会員、ご家族および関係者
の皆様の長期間にわたる周到な準備と献身的な奉仕ならびに関係諸団体の絶大なご協
力のたまものであります。

よって本大会は、ホストクラブである豊中ロータリークラブ、コ・ホストクラブであ
る豊中南、豊中―大阪国際空港および豊中千里の3ロ ータリークラブの会員、ご家族お
よび関係の皆様ならびに関係諸団体の各位に対し、深甚なる謝意を表することを決議
します。

決議第11号

次年度地区大会開催に関する件
本大会は、国際ロータリー第2660地区2000～ 2001年度の地区大会を、大阪北ロー

タリークラブをホストクラブとして、2001年 4月 27～ 28日 に、大阪市において開催
することを決議します。


